
Title 社会政策学会編 賃労働における封建性
Sub Title
Author 北原, 勇

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1955

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.48, No.10 (1955. 10) ,p.826(88)- 828(90) 
JaLC DOI 10.14991/001.19551001-0088
Abstract
Notes 書評及び紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19551001-

0088

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


三田學會
窗

i

 

:

第
四
十
八
卷
第
十
铖

- 

社
會
會
編

.『
質
勞
働
に
お
け
る
封
建
性』

..

:

社
會
政
馨
會
年
報
の
第
二
集
で
あ
り
、
.

「

賃
勞
働
に
お
け
る
釾
建
性」

を 

テ
ー
マ
と
し
た
ニ
十
.八
年
春
の
大
會
に
お
け
る
諸
報
吿
及
ぴ
總
括
討
論
が
收
め 

ら
れ
て
い
る
。
.

こ
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
所
以
は
、.「

戰
後
勞
働
運
動
の
蹉
跌
.の
原
因 

を
、
日
本
資
本
主
義
の
畸
型
的
な
發
展
に
規
定
さ
れ
た
、
勞
霧
級
自
體
の
、
 

あ
る
い
.は
勞
資
I

自
體
の
前
近
代
性」
に
求
めT

こ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
に 

よ
っ
て
、
勞

簡

題
'の
前
進
的
な
隱
の
方
向
を
示
す」

(

は
し
が
き)

こ
と 

に
あ
っ
た
。——

こ
れ
は
、
戰
後
こ
の
問
題
に
っ
い
て
多
く
の
論
文
を
發
表
さ. 

れ
、
又
、
學
會
の
總
括
討
論
を
同
會
さ
れ
て
い
る
大
河
內
ー
男
敎
授
の
問
題
意 

識
と
ま
さ
に
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
.こ
の
よ
ぅ
な
問
題
意
識
に
よ
つ
て
、
す 

ベ
て
の
報
街
がk

か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
々
の
報
告
は
問
題
意
識
* 

. 

分
析
視
角
•
分
析
對
象
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
し
て
い
る
。

一
江
ロ
英
ー
氏
の
報
告r

勞
働
市
場
の
封
建
性」

は
農
村
及
び
都
市
か
ら
の
勞 

働
力
f

構
造
の
實
態
の
報
吿
.で
あ
り
、
松
本
達
郞
氏
のr

勞
働
市
場
の
封
建 

性」

は
、
東
大
社
硏
の
東
濱
地
帶
の
調
蜜
を
も
と
に
し
た
勞
働
*.
需
要
の
特
殊 

性
格
の
實
證
的
な
硏
篼
報
街
で
あ
る
。
又
、
f

武
氏
の「

日
本
の
低
賃
金
と 

封
建
的
な
る
も
.の
|_
は
、
低
賃
金
問
題
を
中
心
に
封
建
的
諸
關
係
の
總
括
的
な 

把
握
を
志
し
、
高
橋
洸
氏
.の

「

所

謂

『

企
；業
別
組
合』

に
っ
い
て」

は
、

大 

河
内
氏
の「

〈

止
業
別
組
合
論」

に
反
對
し
て
、
そ
の
積
極
的
意
義
を
强
調
す

A.
A

(

八
ニ
六)

る
<>こ

れ
ら
の
中
で
最
も
多
面
的
な
^

^
氏
の
報
背
を
紹
介
す
る
と
> 

藤
沐
段
は 

戰
前
に
お
け
る
講
座
派
の『

比
類
な
き
高
さ
の
半
農
奴
的
小
作
料
と
印
度
以
下 

的
な
低
い
半
隸
奴
的
勞
働
賃
金
.と
の
相
互
規
定』

(

山
邳
盛
太
郎〕

や
、
0
0 

に
お
け
る
大
河
內
敎
授
の「

出
稼
型」

論
を
批
判
的
に
磺
取
し
っ
っ
、
次
め
ょ 

う

に

す

る

。

「

日
本
に
お
け
る
特
殊
な
低
賃
金
は
、
戰
前
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
日
本 

資
本
主
義
機
構
の
も
っ
基
本
的
矛
盾
を
形
成
し
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
未 

完
遂
に
も
と
づ
い
て
廣
沉
に
存
在
し
た
諸
4

の
半
封
建
的
諸
關
係
の
殘
存
に
負 

.う
も
の」

で
あ
り
、
.
又
、
.戰
後
に
お
い
て
は
、
以
上
の
諸
關
係
と
と
も
に
、
そ 

れ
を
再
編
利
用
す
る
と
こ
ろ
の
ア
ル
リ
ヵ
帝
國
主
義
の
植
民
地
的
支
配
に
負
. 

う
。(

P
.

 

6
0
)

ま
ず
、
日
本
農
業
に
お
け
る
竿
封
建
的
土
地
所
有
制
の
存
在
は
、
農
民
の
生 

活
水
準
を
低
め
る
と
同
時
に
勞
働
力
の「

土
地
か
ら
の
未
分
離」

H

半
農
型
、
 

を
結
果
す
る
。
そ
れ
は
一
方
、
勞
働
カ
の
_

砠
自
11
を
低
め
、
他
方
®

以
下 

に
賃
金
を
切
り
下
げ
、
か
く
て
特
殊
な
低
賃
金
を
も
た
ら
す
。
何
故
な
ら
半
農 

剷

露

者

は

「

賃
金
を
家
計
補
助
的
收
入」

と
意
識
し
て
い
る
た
め
に
賃
金
要 

浓
額
が
低
く
、
賃
勞
働
の
繼
續
に
っ
い
て
近
代
趣
，勞
働
者
の
ょ
う
な
强
烈
な
意 

識
を
缺
き
、
平
封
建
的
意
識
を
も
ち
っ
づ
け
て
勞
働
組
合
運
動
を
弱
め
る
か
ら 

で
あ
る
。(

第
.
一
節)

こ
れ
ら
の
事
情
を
基
盤
と
し
で
、
日
本
資
本
の
半
難
奴
主
的
t

は
、
半
封 

建
的
勞
働
關
係=

近
代
的
な
、『

自
由
な』

勞
働
關
係
と
異
り
雇
主
に
對
し
人 

格
的
隸
屬
を
伴
う
勞
働
關
係
、
を
形
成
す
る
。
そ
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
現
象 

形
態
は
、
半
封
建
的
雇
傭
形
態
と
い
わ
れ
る
組
頭
制
•
募
集
人
制•

拘
禁
的
寄

宿
舍
制
.
徒
弟
制•

年
i

公
制
で
あ
り
、
日
本
の
勞
働
關
係
は
一
股
に
、
多 

か
れ
少
か
れ
か
よ
う
な
半
封
建
的
な
f

を
も
っ
て
い
る
。(

第
.ニ
節)

そ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
賃
金
支
拂
原
則
の
賃
性=

.「

勞
働
の
質
と
量
に 

對
應
す
る
支
拂
の
原
則
か
ら
外
れ
た
原
則
が
支
配
し」

「

年
令
|̂
等
の
格
差
ヵ
著
. 

し
い」

こ
と
等
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。(

.第
三
節〕

最
後
に
、

r

絕
對
主
義
權
カ
た
る
天
皇
制
は
、

地
主
的
土
地
所
有
の
强
化
の 

政
策
を
行
う
ど
同
時
に
平
封
建
的
勞
働
關
係
の
溫
存
を
は
か
り
、
低
賃
金
め
基 

盤
と
■な
る
諸
條
件
の
强
化
に
っ
と
め
た」

「

從
つ
て
天
皇
制
の
存
續
す
る
限
り
半 

封
建
的
な
る
も
の
ば
日
本
か
ら
拂
拭
さ
れ
え
な
い
。」

以
上
の
諸
關
係
は
、
戰
後
も
某
本
的
に
は
，變
る
こ
と
な
く
、
上
か
ら
の
.農
地 

改
革
、
欺
瞞
的
民
主
化
の
過
程
で
再
編
强
化
さ
れ
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
國
主
義
の
占 

領
制
度
の
下
で
-€
|
植
民
地
的
低
賃
金
の
基
礎
と
な
っ
，て
い
る
。(

第
四
節)

，
 

以
上
の
報
街
を
通
じ
て
_

氏

は

r

勞
働
力」

型
を
固
定
し
强
調
す
る
大
河 

內
抚
の
見
解
を
排
し
、
歴
史
的
變
化
と
半
封
建
性
克
服
に
對
す
る
勞
働
運
動
の 

役
割
を
强
調
し
て
’い
る
。

.

と
こ
ろ
が
、
謹
赀
を
中
心
に
し
た
總
括
討
論
に
於
て
、
.大
河
枚
氏
は
.r

藤 

本
氏
の
報
街
に
お
い
て
は
半
農
型
勞
働
が
ど
の
よ
う
な
契
機
で
兖
服
さ
れ
る
の 

か
又
い
か
、に
し
て
勞
働
運
動
が
そ
れ
を
く
ず
す
の
.か
と
い
う
點
に
っ'い
.て
.は
十
.
 

分
說
明
が
な
か
つ
た

」

,̂ 
I

と
指
摘
し
、

■

又

素

历

を

含

め

て

す

べ

..て
の 

報
街
の
中
か
ら
、
封
建
性
克
服
の
具
體
的
契
機
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
，な
か
つ 

た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
總
括
尉
論
全
體
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な 

い
わ
め
〃
悲
觀
論"
が
支
配
的
な
の
で
あ
る
。
，と
れ
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
.
 

で
あ
ろ
う
.か
。

報
街

•1

細
を
通
じ
て
次
の
諸
點
.に
間
題
が
あ
.る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
日

.
 

f

評

取

び

紹

介

本
の
農
民
の
®

で
あ
る
。
各
報
告
は
、
い
ず
れ
も
賃
勞
働
に
お
け
る
封
建
性 

の
基
礙
.と
し
て
、
農
村
に
お
け
る
封
建
制
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
の 

階
級
對
立
の
進
行
.に
は 

一
W

も
ふ
れ
な
い
。
農
民
は
た
だ
封
建
的
な
意
識
の
擔 

い
手
と
し
て
の
み
認
識
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
.こ
か
ら
は
、
土
地
制
度 

改
革
の
主
體
を
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
同
時
に
、
農
村
出
身
勞
働
者
の
意
識
を
お 

く
れ
た
面
の
み
で
と
ら
え
る
誤
り
に
お
ち
い
る
。

次
に
、
勞
働
カ
型
の
變
化
の
問
題
で
あ
る
。
大
河
內
敎
授
等
が「

日
本
の
貨 

勞
働
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
何
れ
も
出
稼
型
で
あ
る」

(『

社
會
政
策
の
經
濟
理 

論』
)

と
し
て
、
多
樣
な
賃
勞
働
の
型
の
歴
史
的
推
移
を「

出
稼
型」

の
粋
の 

.
爭
で
の
變
化
と
み
る
^

り
、
封
建
性
苋
服
の
主
體
や
契
機
を
見
出
す
こ
と
が
出 

來
な
い
.の
は
當
然
で
あ
る
。
'こ
れ
に
對
し
藤
本
玫
は
、「

半
農
型」

勞
働
港
と 

ゆ
異
•っ
た「

近
代
.

働
者」

n

賃
金
だ
け
で
i

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
プ

ロ
レ 

タ
リ
ア
、
の
此
重
'の
高
，ま
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
.
し
か
し
、
氏
は
こ
の
變
化
を 

日
本
資
本
主
義
の
發
展
.の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
に
っ
い
て
は
論
ぜ
ら
れ 

ず
、
た
だ
こ
の
變
化
を
現
象
的
に
把
握
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
農
*
 

危
機
の
激
化=

農
民
層
め
分
解
促
進
3

プ
.
P化
の
形
態
變
化
、
と
砠
方
基
||
1
1罾 

業
の
大
工
業
の
i

が
土
地
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
た
勞
働
力
を
大
量
に
創
り
出 

す
必
然
性
と
の
兩
面
か
ら
深
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

，

.

最
後
に
、
資
本
の
前
期
性
論
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
藤
本
氏
を
し
て
、
日
本
に 

お
け
る
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
成
立
の
認
識
を
躊
踡
さ
せ
た
も
の
で
あ 

る
。(

P
.
1
6
6
)

藤
*

氏
は
、
日
本
資
本I

般
は
半
隸
眈
主
的
性
格
を
本
来
的
に
.
 

も
っ
て
，い
る
故
に
半
封
建
的
勞
働
關
係
の
形
成
を
好
む
の
だ
.と
さ
れ
、
さ
ら
に 

土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
勞
嫩
者
も
、
半
封
建
的
な
勞
働
關
係
に
捉
え
ら
れ
る 

限
り
、
近
代
的
プ
.
ロ
レ
タ
リ
ア
！
トと
は
い
え
な
.い
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
結

’ 

八
九
.

(

八
ニ七

；}



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十
號

局
近
代
的
プ
口

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
永
久
的
不
成
立=

前
期
性
を
も
っ
、日
本
資
本 

主
義
の
永
久
的
存
續
' 

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
悲
觀
論
を
苋
服
し
え
な
い
の
は 

當
然
で
あ
る
。
ご
の
ょ
う
な「

前
期
的
資
本
論」

は
さ
ら
に
强
く
隅
谷
三
喜
男 

斑

(

人
文
科
學
會
編「

封
建
遺
制」

參
照)

や
松
本
達
郞
氏
の
意
見
に
現
わ
れ 

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
年
封
建
的
な
勞
働
組
織
の
形
態
に
目
を
う
ば
わ
れ
、
そ 

の
奥
に
ひ
そ
む
生
產
關
係
の
本
質
を
見
誤
.っ
て
い
る
と
い
う
批
判
を
免
れ
な 

い
。(

規
代)

獨
占
資
本
の
蓮
動
法
則
の
中
に
こ
そ
現
段
階
の
前
期
性
の
意
義 

が
'あ
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ「

半
隸
奴
制
的
な
衞
備
•
制
置
.
♦
勞
役
に
も 

拘
ら
ず
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
I
ト
は
锻
冶
せ
ら
れ」

r

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ート
が
プ 

ロ
.レ
タ
リ
ア̂
と
し
て
の
.基
本
里
列
と
.基
本
線
と
に
つ
く
も
の
と
な
る」(

山 

田
盛
太
郞『

日
本
資
本
主
義
分
析』

)

と
い
う
こ
と
が
云
い
得
る
し
、

又
强
調
- 

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

、

以
上
の
諸
點
に
問
題
を
も
っ
て
い
る
故
に
悲
觀
亂
が
支
配
的
と
な
り
、
勞
働 

運
動
の
役
割
强
調
も
說
得
カ
を
缺
く
も
の
，と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
菘
本
達
郞
氏
の
報
告
で
强
調
さ
れ
た
祕
傳
的
熟
練
と
身
分
制
と
の
關 

連
等
、
.さ
ら
に
檢
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
.い
問
題
も
多
い
が
、
紙
數
の
關
係
で
言 

及
で
き
な
い
の
は
殘
念
で
あ
る
。

一
 

最
後
に
、
い
わ
ゆ
る
大
河
內
理
論
の
方
法
に
ょ
る
日
本
勞
働
問
題
把
握
が
最 

近
多
く
出
版
さ
れ
、
又
そ
れ
に
對
す
る
批
判
も
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
て
い
る 

今
日
、
こ
の
報
^
集
が
公
に
さ
れ
た
ご
と
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ 

を
機
會
にT

賃
勞
働
と
封
建
性」

に
っ
い
て
の
、
さ
ら
に
決
定
的
な
射
論
が
起 

る
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
レ
る
。

(

A

5
、

一
九
二
頁
、

一
九
：五
五
年

六
月 

一ニ〇
日
、
有
斐
賭
刊) 

(

北

原

勇

)

九
0
 

(

八
二
八)

|

三
田
學
會
雜
誌
一

第
四
十
八
卷
第
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